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I.  事業の概要 

 

研究・試験事業をはじめとする事業活動は環境、エネルギー、交通安全問題への対応、研究成

果の内外への積極的発信、公益法人制度改革への適切な対応を基本方針として諸施策を実施した。 

 年度後半には自動車産業界の経営環境の急速な悪化により、研究所にも受託研究・試験の減少

などの影響が及んだが、経費節減などを緊急的に実施して対応した。 

 

1) 研究・試験事業については、政府方針や社会ニーズを注視して、エネルギー問題への対応、

地球温暖化防止、環境負荷低減、交通事故件数の削減および事故被害の軽減、予防安全、衝

突安全性評価、自動車の利用環境向上の研究などの分野について重点的に実施した。 

 

2) 大型研究設備整備の一環として、最新鋭の全周囲視野ドライビングシミュレータおよび模擬

市街路の第二期分を完成させた。 

 

3) 環境及び品質マネジメントシステムに係る審査を通して、自動車関連企業の効果的な事業活

動に貢献すべく、審査登録事業を実施した。 

 

4) 自動車産業界共通ネットワーク（JNX）の運営管理及び普及活動を（社）日本自動車工業会、

（社）日本自動車部品工業会と連携して実施した。 

 

5) 所報「自動車研究」、ホームページの活用、各種フォーラム・シンポジウムなどを開催して

情報の開示を積極的に行った。 

 

6) 公益法人制度改革の動向を的確に捉え、研究所の移行すべき法人を特定するために種々の分

析・検討を行った。 

 

7) 「JARI 2020 年ビジョン」をとりまとめるとともにビジョンを実現するべく所内に長期運営

方針策定 WG を設置し、長期運営方針案を策定した。 

 

 

II.  組織運営 

 

当研究所運営のための構成は、 

   （１）役員名簿、 

 （２）評議員名簿、 

 （３）組織図、に示すとおりである。 
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III.  研究・試験事業 

  

 研究・試験事業については、「次世代自動車・燃料イニシアティブ」や「第 8 次交通安全基本

計画」などへの貢献、アジア地域への環境政策提言さらに自動車社会の諸課題に関する関連産

業界、学会を含めた社会からの幅広いニーズに応えるため、以下の分野について重点的に実施

した。 

 ◇環境・エネルギー 

  ・エネルギー問題への対応 

  ・地球温暖化防止 

  ・環境負荷低減 

  ・アジア地域への環境政策提言 

 ◇予防安全・衝突安全 

  ・衝突安全性評価 

  ・交通事故件数の削減および事故被害の軽減 

  ・予防安全対策・評価 

 ◇ITS（高度道路交通システム） 

  ・エネルギーITS 

  ・自動車の利用環境向上 

 

１) 分野毎研究活動 

a) 環境・エネルギーに関する分野では、「燃料電池自動車、ハイブリッド車、各種燃料など地

球温暖化防止とエネルギーセキュリティの確保に関する研究」、「自動車排気の低公害化と

大気環境の改善に関する研究」、「自動運転、隊列走行に必要な技術の開発」などを行った。 

 

b) 予防安全・衝突安全に関する分野では、「各種手段による予防安全対策やその評価に関する

研究」、「ドライバ特性や事故メカニズムの解明の研究」、「人体の損傷メカニズム解明のた

めのインパクトバイオメカニクスに関する研究」、「歩行者保護、前面・側面衝突など各種

衝突試験法に関する研究」などを行った。 

 

c) ITS に関する分野では、「エネルギーITS に関する研究」、「次世代ロボット知能化技術の研

究開発」、「自動車の電子技術基盤強化に関する研究」などを行った。 

 

d) 自動車全体に係る分野では、より広範囲でグローバルな視野から自動車産業やエネルギー

の課題を克服すべく「自動車の社会経済学的研究」、「発展途上国に対する環境改善技術・

政策の研究」などを行った。 

 

２) 自主研究への取り組み 

中長期研究事業計画において重点分野として設定した 
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 ・エネルギー問題への対応と地球温暖化防止 

 ・交通事故件数の削減および事故被害の軽減 

 ・ITS・情報通信機能の高度化による自動車の利用環境向上 

の分野について、将来のコア研究領域に育てるべく、人材、研究設備などを重点的に投入し、

研究を加速させた。 

 

３) 諸官公庁への対応 

諸官公庁からの要請に対して、以下の研究、試験、調査活動を行った。 

 

◇ 経済産業省関連（独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構、他関連機関を含

む） 

「燃料電池自動車の実証試験および基準・標準化に係る研究」、「次世代自動車用高性能

蓄電池基盤技術の研究開発」、「エネルギーITS 推進事業」、「次世代ロボット知能化技術開

発」、「次世代自動車の総合評価技術開発」、「低燃費、超低エミッションディーゼル燃焼

システムの研究開発」、「東アジアの環境改善に関する研究（ERIA プロジェクト）」ほか 

 

◇ 国土交通省関連（独立行政法人 自動車事故対策機構、他関連機関を含む） 

「地域のニーズに応じたバス・タクシーに係るバリアフリー車両の開発」、「自動車アセ

スメント情報提供業務に係る安全性能比較試験」、「ASV（先進安全自動車）の開発・普及

に関する調査」、「自動車の予防安全装置の効果評価に関する研究」、「自動車安全対策の

マネジメントサイクルの推進調査」、「自動車排出ガス量測定業務」ほか 

 

◇ 環境省関連 

「新たな特殊自動車の排出ガス試験法導入調査」ほか 

 

◇ 警察庁関連 

「交通事故鑑定専科」ほか 

 

◇ 独立行政法人 国際協力機構 

「環境保全のための自動車技術研修」 

 

◇ 財団法人 交通事故総合分析センター 

交通事故実態の調査活動に協力するとともに、この活動を通して得られる知見を関連研

究に活用できるように努めた。 

 

４) 標準化活動および学会活動 

自動車基準認証国際化研究センター、自動車・電気・電機・電力・電池・情報通信業界に関

連する国内外の各種標準化活動のほか、（社）自動車技術会、（社）日本機械学会など関連す

る学会活動に積極的に参加し、情報の収集、研究成果の発信に努め、自動車技術の進展に寄
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与した。 

 

５) 国際活動 

先進諸国の研究機関との共同研究をはじめとして種々の研究交流を行うとともに、発展途上

国の自動車に関わる行政施策策定への支援を目的に、研修生の受け入れや技術支援を行った。 

 アジア諸国でのモータリゼーションの急速な進展に伴う環境問題、安全問題の悪化に対し

て、ラウンドテーブルやワークショップを開催して持続可能な自動車社会の実現に寄与する

とともに、中国や韓国の研究機関、大学等との連携を積極的に推進した。 

 その一例として経済産業省他日本と中国の関連団体の共催による第 3 回日中省エネルギ

ー・環境総合フォーラムが平成 20 年 11 月に開催され、中国汽車技術研究中心（CATARC）と

当研究所が共同で進める「日中省エネルギー・環境ビジネス推進モデルプロジェクト」が日

中間で合意され、省エネルギーの具体策を検討することになった。 

 

平成 20 年度に国内外において発表した論文等は、「平成 20 年度所外発表論文等一覧」に示

すとおりである。 

 

 

IV.  研究施設・設備などの整備と運用事業 

 

  中長期研究事業計画と連動して策定した中長期設備計画に沿って、研究施設・設備などの取

得、更新、改修、および使用頻度の低い設備機器類の廃棄を実施した。 

 

１) 大型研究設備整備の一環として、予防安全技術研究のための最新鋭の全周囲視野ドライビン

グシミュレータおよび模擬市街路の第二期分を完成させた。 

 

２) 電動車両の台上試験法研究を推進するため、電動車両用４輪駆動シャーシダイナモメータを

整備した。 

 

３) 城里テストセンターの運営にあたっては、利用される方々の利便性を考慮した体制並びに設

備を充実させたが、自動車産業界の経営環境の悪化に伴い、試験コース全体の稼働率は低下

した。 

 

 

V.  審査登録事業 

 

環境（ISO14001）及び品質（ISO9001）マネジメントシステムに係る審査を通して、自動車関

連企業の効果的な事業活動に貢献すべく、審査登録事業を実施した。平成 20 年度の初回審査は、
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環境で 21 件（目標 60 件）、品質で 6 件（目標 30 件）と厳しい結果になった。昨今の急激な経済

環境の悪化により、認証取下げが増加したこともあり、環境の全登録件数が 617 件（前年比－12

件）、品質の全登録件数が 150 件（前年比＋3 件）となり、初めて合計で前年比マイナスとなっ

た。ISO9001 が改定され、ISO9001：2008 が発行されたので、移行審査体制を整えるとともに、

登録組織への説明会を 4回実施した。。 

 

 

VI.  ＪＮＸ事業 

 

 自動車業界共通ネットワーク（JNX）の運営管理及び普及活動を（社）日本自動車工業会、

（社）日本自動車部品工業会と連携して実施した。平成 20 年度はこれら諸団体と連携し次世代

JNX の企画構想活動を実施し、その最初のサービスとして中小企業でも利用可能な、簡便で安価

でかつセキュリティの高い JNX－LA（ライトアクセス）が企画された。平成 21 年 10 月サービス

提供を目指し準備に着手した。次世代 JNX のその他のサービスに関しては具体化検討を今後も継

続する。普及活動としては、利用社数は部品メーカーのサービス店の大量加入があり前年度に比

べ 537 社と大幅に増加し、2、205 社となり目標を超えた。 

 

 

VII.  広報活動 

  

 研究成果を社会に還元して安全で環境に優しいクルマ社会の構築に貢献するため、以下の広報

活動を実施した。 

 

１）平成21年2月に、革新的ITSによる低炭素社会の実現に向けた「エネルギーITSシンポジウ

ム」を経済産業省とともに開催した。 

 

２）定期刊行物である「自動車研究」やインターネット上に開設している「ホームページ」を用

いて、研究成果や研究所の活動内容全般について公表し、情報開示に努めた。 

 

３）研究活動の成果について、自動車技術会、日本機械学会、SAE その他関係する国内外の学会

などにおいて発表するとともに、研究・調査の成果を関連機関の広報誌などに投稿し、広く

一般に積極的に公表した。 

 

４）研究成果ならびに研究者の知見を活用し、交通安全の向上ならびに地元市民との交流を深め

るために、一日安全運転教室を開催し、安全教育活動を実施した。 
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５）従来どおり「JARI-RB 審査ニュース」を毎月刊行し、幅広い企業に対し、環境および品質マ

ネジメントシステムに関する各種情報の提供に努めた。 

 

 

VIII.  その他の運営活動 

 

１) 品質マネジメントシステム（ISO9001）をツールとして研究・試験の質の向上ならびに研究

報告書や試験成績書の質の向上に取り組んだ。さらに、国やその関連機関からの受託事業、

補助事業などについては、監査法人へ委託して外部監査を受け、事業内容や業務処理方法に

対する信頼性のさらなる向上を図った。 

 

２) 公益法人制度改革における当研究所の移行すべき法人の検討に資するため、公益認定等委員

会の審議状況や認定・認可の申請状況を把握するとともに、類似する他の財団法人等との情

報交換を実施した。また、研究所内に公益法人改革検討委員会を設置し、この委員会におい

て、研究所の運営形態から見た公益法人・一般法人に対する将来の得失について検討すると

ともに、収支相償、遊休財産額、公益目的事業比率の３つの公益認定基準について、平成 18

年度及び平成 19 年度の決算情報に基づいて分析し、公益法人への移行の可能性を検討した。 

 

３) 2020 年時点での研究所のあるべき姿を表現した「JARI 2020 年ビジョン」を取りまとめると

ともに長期運営方針策定 WG を設置し、ビジョンを実現するための方策を所内でまとめた長

期運営方針案を研究所長に答申した。答申された長期運営方針案を踏まえて、長期運営方針

を平成 21 年度にまとめる。 

 

 

IX.  財務 

 

 収入面では、官公庁、自動車・電気・電機・電力・電池・情報通信業界に対して、受託研究・

試験事業の積極的な働きかけを行い収入の確保を図った。官公庁受託研究は当初予算を上回る収

入となったが、年度後半からの経済悪化の影響を受け、一般受託研究・試験収入の大幅な減少と

損傷負担金等収入が減少となった。この未曾有の経営環境悪化に対応するため、人件費および経

費の削減を実施するとともに不要不急の設備投資の取りやめや実施延期などの施策を展開した。

その結果、収支上での悪化を抑制した上で研究設備等更新引当金を積み増すことができた。 
 なお、移設プロジェクト特別会計の事業終了に伴う残金を本会計に繰り入れた。 
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平成 20 年度所外発表論文等一覧 


 
国内発表(148 件）     


  発表題名 発表学会等 発表者名 


《環境／エネルギ》   


［論文］   


(1) 道路交通騒音予測モデル（ASJ RTN-MODEL 


2003）の定常と非定常走行区間の区分化に関


する検討 


H20 年 4 月  


日本音響学会誌 


筑井啓介・押野康夫（JARI），橘


秀樹（千葉工大） 


(2) レーザ/TOF-MS による排出ガス中芳香族成


分の連続分析技術開発 


H20 年 5 月  


自動車技術会論文集 


Vol.39, No.3 


松本純一・秋山賢一・中島徹・


杉山元 


(3) PMF 法を用いた有機エアロゾル質量スペクト


ルの事例解析 


H20 年 5 月  


大気環境学会誌 


萩野浩之（埼玉大（現職


JARI）），高田智至（JOMO テク


ニカルリサーチセンター），國見


均（石油活性化センター），坂


本和彦（埼玉大） 


(4) エタノールの炭素と酸素安定同位体比の測定


による原料の分類 


H20 年 9 月  


日本分析化学会第 57 年会 


「展望とトピックス」 


秋山賢一・浅野幸子 


(5) 近年のガソリン車における規制・未規制大気


汚染物質排出量と排出傾向 


H21 年 3 月  


大気環境学会誌 


柏倉桐子・佐々木左宇介


（JARI），坂本和彦（埼玉大） 


［講演］    


(1) 非線形解析によるディーゼル排出ガス粒子の


影響評価 


H20 年 5 月  


第 47 回日本生体医工学会


大会 


湯山智紀（武蔵工大），石原陽


子（久留米大），八名和夫（法


大），伊藤剛・前島一仁


（JARI），京相雅樹・石島正之


（武蔵工大） 


(2) Accuracy of Breath Alcohol Detector for 


Alchol Interlock System 


H20 年 5 月  


自動車技術会 2008 年春季


学術講演会 


渥美文治（トヨタ），池田真（日


産），佐々木左宇介（JARI） 


(3) 自動車用バイオ燃料について H20 年 6 月  


北海道新エネルギーフォーラ


ム 


杉山元 


(4) アルデヒドスクラバーにを用いたアクロレイン計


測法の検討 


H20 年 6 月  


環境化学討論会 


秋山賢一 


(5) 呼気吹き込み式アルコール・インターロック装


置の構造と精度 


H20 年 6 月  


日本人間工学会 第 49 回大


会 


渥美文治（トヨタ），池田真（日


産），佐々木左宇介（JARI） 


(6) 自動車用バイオディーゼルの今後～バイオデ


ィーゼルの劣化試験調査からの報告 


H20 年 7 月 Bio Fuels World 


カンファレス 


杉山元 


(7) 高圧水素噴流による混合気形成過程の可視


化 


H20 年 7 月  


可視化情報シンポジウム 


引地 雄斗・森吉泰生（千葉


大），増田誠（デンソー），今井


康雄（JARI），坂巻顯（フォトロ


ン） 


(8) マススペクトルの基礎 H20 年 7 月  


キャピラリィガスクロマトグラフ


ィー講習会 


秋山賢一 


(9) 予混合型ディーゼル燃焼におけるスート生成


過程の数値解析 


H20 年 8 月  


日本機械学会 2008 年度年


次大会 


伊藤貴之・北村高明・杉山元 


(10) 「現場で役立つマススペクトルの解析」-もっと


知りたい GC/MS の話- 


H20 年 9 月  


東京コンファレンス 2008 


秋山賢一 
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(11) エタノールの炭素と酸素安定同位体比の測定


による原料の分類 


H20 年 9 月 日本分析化学


会第 57 年会 


秋山賢一・浅野幸子 


(12) 2007 年夏季関東における微小粒広域子観測


とモデリング（3）-AMS を用いた騎西ならびに


前橋での粒子成分挙動の解析 


H20 年 9 月  


第 49 回大気環境学会年会 


高見昭憲（国立環境研究所），


萩野浩之（JARI） 


(13) 2007 年夏季関東における微小粒広域観測と


モデル改良（FAMIKA）～その 2～ 


H20 年 9 月  


第 49 回大気環境学会年会 


関口和彦（埼玉大），萩野浩之


（JARI） 


(14) JCAP/JATOP 沿道大気質シミュレーションモ


デルの開発～反応モデルを組み込んだ沿道


大気質モデルの構築 NO2 シミュレーション～


H20 年 9 月  


第 49 回大気環境学会年会 


伊藤晃佳（JARI），吉川康雄（日


産） 


(15) 重回帰分析を用いた自排局濃度推計手法の


構築 


H20 年 9 月  


第 49 回大気環境学会年会 


伊藤晃佳・林誠司，森川多津


子，平井洋 


(16) 尿素 SCR エンジンシステムを用いたディーゼ


ル排気急性曝露影響の軽減効果 


H20 年 9 月  


第 49 回大気環境学会年会 


机直美・伊藤剛・中島徹・加藤


温中 


(17) ディーゼル自動車排出粒子からの蒸発ガスの


分析 


H20 年 9 月  


第 49 回大気環境学会年会 


秋山賢一・小野村恵子 


(18) NO2 高濃度日の解析 H20 年 9 月  


第 49 回大気環境学会年会 


森川多津子（JARI），茶谷聡（豊


田中研） 


(19) 自動車排ガス規制を考慮した東京都内の


NO2 濃度の推計 


H20 年 9 月  


第 49 回大気環境学会年会 


森川多津子（JARI），林誠司，


平井洋，伊藤晃佳 


(20) 環境大気粒子中の多環芳香族炭化水素の粒


径分布と濃度の推移について 


H20 年 9 月  


第 49 回大気環境学会年会 


中島徹（JARI），箕浦宏明（豊田


中研） 


(21) PM2.5 質量濃度測定器を用いた沿道，後背


地のモニタリングと解析 


H20 年 9 月  


第 49 回大気環境学会年会 


中島徹（JARI），箕浦宏明（豊田


中研） 


(22) 飛行時間型エアロゾル質量分析計を用いた


二次有機エアロゾルの観測 


H20 年 9 月  


第 49 回大気環境学会年会 


萩野浩之・秋山賢一（JARI），


DavidCocker（G. Siegmund・M. 


Davis・K. Quinn・E. Hines


（Univ. of California, 


Riverside），DouglasR.Worsnop


（Aerodyne Research, Inc.） 


(23) 自動車から排出される未規制大気汚染物質


量と排出傾向 


H20 年 9 月  


第 49 回大気環境学会年会 


柏倉桐子 


(24) 新長期規制車の排出係数の推定 H20 年 9 月  


第 49 回大気環境学会年会 


瀧本真理・土肥学・並河良治


（国土技術政策総合研究所），


羽二生隆宏（JARI） 


(25) PM2.5 予測に求められる排出量データ H20 年 9 月  


第 49 回大気環境学会年会 


森川多津子 


(26) エアロゾル質量分析計による有機エアロゾル


の観測と組成解析の試行 


H20 年 9 月  


第 29 回酸性雨問題研究会シ


ンポジウム 


萩野浩之 


(27) 4WD シャシダイナモメータにおける車両駆動


力特性に及ぼす影響要因の検討            


H20 年 10 月  


自動車技術会 2008 年秋季


学術講演会 


中條智哉・土屋賢次 


(28) ディーゼル HCCI における燃料影響に関する


基礎的研究 


H20 年 10 月  


自動車技術会 2008 年秋季


学術講演会 


今井康雄・酒井厚・杉山元


（JARI），寒川泰紀・櫻井嘉人・


渡辺尚（石油産業活性化センタ


ー） 


(29) ディーゼルエンジンの LES:ディーゼル燃料噴


霧の乱流混合過程の LES 解析 


H20 年 11 月  


第 2 回 LES 研究会での話題


提供 


木村真 


(30) 道路交通騒音の Aural Simulation 


Aural Simulation of Road Traffic Noise 


H20 年 11 月  


日本音響学会 アコースティッ


クイメージング研究会資料 


田中雅文・鈴木忠・押野康夫


（JARI），橘秀樹（千葉工大） 
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(31) 濃縮大気粒子およびその成分の曝露が心疾


患に関連する遺伝子に及ぼす影響 


H21 年 2 月  


大気環境学会 健康影響分


科会講演会 遺伝子発現解


析による有害性評価 


伊藤剛 


(32) ディーゼル噴霧の LES H21 年 3 月  


自動車技術会 CFD 技術部


門委員会での話題提供 


木村真 


(33) 二輪車のパワーレベルの測定結果とそのモデ


ル化に関する検討 


H21 年 3 月  


日本音響学会 騒音振動研


究会 


筑井啓介・押野康夫（JARI），吉


久光一・岡田恭明（名城大） 


(34) 道路交通騒音の予測モデル“ASJ RTN-


Model 2008”－音響パワーレベル算出方法の


概要－ 


H21 年 3 月  


日本音響学会 2009 年春季


研究発表会 [講演論文集] 


押野康夫 


(35) 自動車排出ガスの粒子数密度・粒経分布の


計測事例 


H21 年 3 月  


NO09-9 講習会 最新の粒子


状物質計測手法 


佐々木左宇介 


(36) 粒子数密度・粒径分布の計測原理，装置，計


測方法  


H21 年 3 月  


最新の粒子状物質計測手法 


利根川義男 


［投稿］    


(1) 低濃度バイオエタノールによるディーゼルエン


ジンの駆動 


H20 年 8 月  


バイオサイエンスとインダストリ


ー Vol.66, No.8 


杉山元・今井康雄 


(2) 広域大気質予測モデルにおける粒子状物質


(PM)濃度予測のための発生源データ 


H20 年 9 月  


エアロゾル研究 第 23 巻 第


3 号 


森川多津子 


(3) ICCPA 参加報告 H21 年 3 月  


エアロゾル研究 


長谷川就一（国立環境研究


所），萩野浩之（JARI），福島信


彦（日本カノマックス） 


      


《燃料電池／電気自動車／ハイブリッド車》    


［論文］    


(1) HILS を用いた重量 HEV 燃費・排出ガス試験


法の開発（第 3 報）－HEV モデル標準化と試


験手順確立－ 


H20 年 7 月  


自動車技術会論文集 


Vol.39, No.4 


森田賢治・島村和樹（JARI），山


口誠一（日野），古町圭司（い


すゞ），坂田邦夫（三菱ふそう），


西川省吾（日デ），八木博行


（小野測器），成澤和幸・明光


在・河合英直（交通研） 


(2) 米国におけるプラグインハイブリッド車の開発


動向 


H20 年 7 月  


エネルギー・資源 Vol.29, 


No.4 


福家保 


(3) Current Status of FCV Development and 


Future Ooutlook for FCVs 


H20 年 10 月  


Review of Automotive 


Engineering 


丹下昭二 


［講演］    


(1) プラグイン・ハイブリッドの世界最新動向 H20 年 4 月  


第 16 回 2008 バッテリー技術


シンポジウム 


荻野法一 


(2) 自動車用圧縮水素容器の急速充填における


容器内温度挙動（第 3 報）－水素噴出口径・


噴出方向の及ぼす影響－ 


H20 年 5 月  


自動車技術会 2008 年春季


学術講演会 


吉村大士・寺田利宏・田村陽


介・三石洋之・渡辺正五 


(3) 燃料電池の水素循環系における不純物の濃


縮挙動 


H20 年 5 月  


自動車技術会 2008 年春季


学術講演会 


松田佳之・橋正好行・今村大


地・赤井泉明・渡辺正五 
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(4) 水素燃料性状が燃料電池に与える影響 H20 年 8 月  


再生可能エネルギー世界フェ


アの「水素・燃料電池」フォー


ラム 


赤井泉明 


(5) 水素の安全・安心のための取組 H20 年 10 月  


イワタニ水素エネルギーフォ


ーラム 2008 大阪 


渡辺正五 


(6) 電気自動車の最新動向と普及の意義 H20 年 11 月  


ＯＩＴテクノフェア 


荻野法一 


(7) 空気中に含まれる微量成分の燃料電池性能


低下と電解質成分の分解 


H20 年 11 月  


第 49 回電池討論会 


今村大地（JARI），AG 山口映


理子，近藤曜子・今林慎一郎


（芝浦工大） 


(8) プライグインハイブリッド電気自動車の電池寿


命試験用充放電パターンの検討 


H20 年 11 月  


第 49 回電池討論会 


森田賢治・赤井泉明・広瀬久士


(9) 電気自動車・プラグインハイブリッド車の最新


動向と将来展望 


H20 年 11 月  


建築電力懇話会 技術交流


部会 講習会 


荻野法一 


(10) 海外学会における燃料電池関連の発表紹介


(International Workshop on Accelerated 


Testing in Fuel Cells (Oct. 6-7, Ulm, 


Germany) 


H20 年 12 月  


第 102 回燃料電池研究会セ


ミナー 


今村大地 


(11) 二次電池を駆動源とする自動車の特徴と開発


動向 


H21 年 1 月  


最先端電池技術-2009 


森田賢治 


(12) 電気自動車・燃料電池車の最新動向と将来


展望 


H21 年 2 月  


省エネルギーセミナー 


荻野法一 


(13) 電動車両を中心とした次世代自動車の最新


動向 


H21 年 2 月  


第 2 回講習会「電動車両と二


次電池」 


荻野法一 


(14) ハイブリッド車，電気自動車などの低炭素対応


車の現状と将来展望 


 


H21 年 2 月  


第 6 回産業システム機器セミ


ナー 


荻野法一 


(15) 空気中に含まれる海塩粒子成分が固体高分


子形燃料電池性能に及ぼす影響 


H21 年 3 月  


電気化学会第 76 回大会 


大野和之・今村大地 


［投稿］    


(1) 水素自動車に係る法規制と規制緩和 H20 年 4 月  


水素エネルギー社会 


福本紀 


(2) プラグインハイブリッド車を中心とした電動車


両を取り巻く動向 


H20 年 5 月  


エネルギーと動力 No.270 


荻野法一 


(3) 再び脚光を浴びる電気自動車・プラグイン


HV・FCV の最新動向 


H20 年 5 月  


産業と環境 


荻野法一 


(4) 電気自動車の現状と課題 H20 年 6 月  


2008 自動車用半導体・セン


サ技術大全 


福家保 


(5) 高圧ガス，容器について，規制緩和，トンネル


も怖くない 


H20 年 6 月  


日刊工業新聞社「トコトンやさ


しい水素の本」 


渡辺正五 


(6) ハイブリッド車・燃料電池車・電気自動車 H20 年 8 月  


自動車技術 Vol.62, No.8 


岩瀬孝邦 


(7) ハイブリッド車・燃料電池車・電気自動車 H20 年 8 月  


自動車技術 Vol.62, No.8 


山野井俊行 


(8) ハイブリッド車,燃料電池車，電気自動車 H20 年 8 月  


自動車技術 Vol.62, No.8 


島村和樹 


(9) ハイブリッド・燃料電池 H20 年 8 月  


日本機械学会誌「機械工学


便覧」特集号 


森田賢治 
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(10) 自動車業界における燃料電池自動車関係の


開発概況 


H20 年 10 月  


FCDIC 年報 2008 年度版 


岩瀬孝邦 


(11) 電気自動車に関する国際標準化の動向と見


通し 


H20 年 10 月  


自動車技術 Vol.62, No.10 


富岡秀徳 


(12) 質疑応答欄「燃料電池自動車の現状」 H20 年 11 月  


日本医事新報 


岩瀬孝邦 


(13) 燃料電池自動車の国内・海外開発動向と


JHFC の取り組み 


H21 年 1 月  


OHM 


丹下昭二・岩瀬孝邦 


(14) 燃料電池自動車の標準化の現状 H21 年 1 月  


OHM 


富岡秀徳 


(15) 電気自動車等の最近の動向 H21 年 1 月  


生産と電気 


福家保 


(16) 二次電池を駆動源とする自動車技術の現状と


未来 


H21 年 1 月 


 「電子材料」臨時増刊号『要


点早わかりカーエレクトロニク


ス』 


森田賢治 


(17) 電動車両の技術動向と将来展望 ーEV,FCV


の課題と HEV のトレンド・PHEV の役割につ


いてー 


H21 年 2 月  


「科学と工業」誌 H21 年 2 月


号 


清水健一 


(18) HILS を用いた重量 HEV 排出ガス・燃費試験


法の開発 


H21 年 3 月  


エンジンテクノロジーレビュー


創刊号 Vol.1, No.1, April 


2009 


森田賢治 


      


《ITS》      


［講演］    


(1) 日本における ITS の開発状況と今後の方向


性 


H20 年 5 月  


情報処理学会九州支部総会


記念講演 


森田康裕 


(2) 交通シミュレータによる予防安全評価用ユニ


バーサルドライバモデルの開発（第 1 報） 


H20 年 5 月  


自動車技術会 2008 年春季


学術講演会 


都丸毅史（芝浦工大），藤川達


夫，関馨（JARI），古川修（芝浦


工大），玉田正樹（構造計画研


究所） 


(3) 安全運転支援システムと車車間通信の動向 H20 年 11 月  


クルマのインテリジェント化と


パナソニックの取り組み 


関馨 


(4) 安全通信における効果の推定 H20 年 12 月  


第 7 回ＩＴＳシンポジウム 2008


関馨 


(5) State-of-the-art Simulation Technologies for 


Intelligent Transportation Systems in Japan 


and the US 


H21 年 1 月  


電子情報通信学会｢モバイル


マルチメディア通信研究会｣ 


高井峰生（早稲田大），関馨


（JARI） 


(6) 自動車の電子化に関する国内外の各種取組


み 


H21 年 2 月  


第 2 回カーエレクトロニクス研


究会 


森田康裕 


(7) 2030 年のモビリティ社会 H21 年 2 月  


日本 ITS 推進フォーラム 


國弘由比 


［投稿］    


(1) ＩＴＳにおけるＵＨＦ帯の利用 H20 年 5 月  


映像メディア情報学会誌 


Vol.62, No.5 


関馨 


(2) ＩＴＳにおける画像技術の応用分野 H20 年 6 月  


月刊「画像ラボ」 2008 年 6 月


号 


蓮沼茂 
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(3) 安全運転支援のための車車間通信中継機能


の検討 


H20 年 6 月  


情報処理学会 第 33 回 ITS


研究会 


関馨（JARI），浜口雅春・前田忠


彦（沖電気工業） 


(4) ITS 共通基盤の規格化について H21 年 2 月  


自動車技術 Vol.63, No.2 


香月伸一 


(5) 安全運転支援システムの効果評価のための


UDM を用いた交通シミュレータの開発 


H21 年 2 月  


自動車技術 Vol.63, No.2 


古川修（芝浦工大），関馨


（JARI） 


(6) 『車車間通信及び，路車間通信との連携によ


る安全運転支援システム』(仮題) 


H21 年 3 月  


安全性，運転支援システムに


おける車載用センサ/カメラ技


術全集 


関馨 


      


《予防安全》    


［論文］    


(1) Dual Task Method to Estimate Task Demand 


Caused by Operating In-Vehicle Systems -


Discussion on Lane Change Test- 


H20 年 4 月  


Review of Automotive 


Engineering Vol.29, No.2 


大谷亮・宇野宏・麻生勤


（JARI），飯星明（自工会），丸


中謙司（自技会） 


(2) シートベルトリマインダ（SBR）の効果に関する


調査 


H20 年 5 月  


自動車技術会論文集 


Vol.39, No.3 


元木正典・橋本博・早野公郎・


平尾保（JARI），島岡信次・浅田


浩之（自工会） 


(3) Examination of Car Navigation System 


Operatin When Voice Combined woth Manual 


Operation  


H20 年 7 月  


Review of Automotive 


Engineering Vol.29 


麻生勤（JARI），飯星明（自工


会） 


(4) 高齢運転者の日常運転行動記録を基にした


右折時不安全行動の把握とその評価 


H20 年 7 月  


自動車技術会論文集 


Vol.39, No.4 


細川崇（JARI），小竹元基・鎌田


実（東京大），金森等・不破本


義孝（トヨタ），梅村祥之（豊田


中央研究所） 


(5) 運転支援におけるドライバインタフェースの走


行中評価指標に関する研究 


H20 年 9 月  


自動車技術会論文集 


Vol.39, No.5 


宇野宏（JARI），飯星明（自工


会） 


(6) 機能の作動状況をドライバが適切に理解する


ための視聴覚表示の効果－文字表示と信号


音を対象とした検討－ 


H20 年 11 月  


自動車技術会論文集 


Vol.39, No.6 


大谷亮・宇野宏・野口昌弘・江


上嘉典（JARI），飯星明（自工


会） 


(7) 運転支援機能の作動状況をドライバに適切に


予期させるための視聴覚表示の選定方法－


複数の支援機能が作動する状況を対象にし


た検討－ 


H20 年 11 月  


自動車技術会論文集 


Vol.39, No.6 


大谷亮・宇野宏・野口昌弘・江


上嘉典（JARI），中村之信（自工


会） 


(8) Studies on User Acceptability of Alcohol 


Ignition Interlock System and Notes when 


Using it 


H20 年 11 月  


自動車技術会論文集 


Vol.39, No.6 


麻生勤・佐々木左宇介（JARI），


渥美文治（自工会） 


(9) 「意識の脇見」を伴う対話時における運転者の


視覚情報処理 


H20 年 11 月  


自動車技術会論文集 


Vol.39, No.6 


内田信行・浅野陽一・横谷靖


（JARI），植田俊彦（昭和大），


飯星明（自工会） 


(10) Survey on the Effectiveness of Safety Belt 


Reminder System 


H20 年 11 月  


Review of Automotive 


Engineering 


元木正典・橋本博・早野公郎・


平尾保（JARI），島岡信次・浅田


浩之（自工会） 


(11) インフラ協調安全運転支援システムの表示イ


ンターフェイスに関する検討（第 1 報）－見通


しの悪い交差点での出会い頭状況を対象にし


た視覚表示の比較－ 


H21 年 3 月  


自動車技術会論文集 


Vol.40, No.2 


大谷亮・藤田和男・野口昌弘


（JARI），中村之信（自工会） 


(12) 高齢者の運転特性抽出のための分類に関す


る研究 


H21 年 3 月  


自動車技術会論文集 


Vol.40, No.2 


細川崇・橋本博・田川傑


（JARI），新田茂樹・吉田傑（自


工会） 
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(13) ドライバの対象物検知特性把握のための影響


要因検討 


H21 年 3 月  


自動車技術会論文集 Vo.40, 


No.2 


小針弘之・宇野宏 


［講演］    


(1) 二輪車 AFS の視認性及び眩しさに関する研


究 


H20 年 5 月  


自動車技術会 2008 年春季


学術講演会 


元木正典・橋本博・平尾保 


(2) 運転支援機能の作動状況を適切に期待する


ための視聴覚表示の選定方法－複数の機能


が作動する状況を対象にした検討－ 


H20 年 5 月  


自動車技術会 2008 年春季


学術講演会 


大谷亮・宇野宏・野口昌弘・江


上嘉典（JARI），中村之信（自工


会） 


(3) Study on User Acceptability of Alcohol 


Ignition Interlock System 


H20 年 5 月  


自動車技術会 2008 年春季


学術講演会 


麻生勤・佐々木左宇介（JARI），


渥美文治（自工会） 


(4) 日本における飲酒運転防止対策の取り組み-


アル小コール・インターロック装置の活用- 


H20 年 5 月  


第 44 回日本交通科学協議


会・総会 学術講演会 


麻生勤（JARI），釣慎一朗・平澤


崇裕・島雅之（国土交通省），


竹内健蔵（東京女子大） 


(5) 自動車運転中におけるアルコール・インターロ


ック装置の操作負荷 


H20 年 6 月  


日本人間工学会 第 49 回大


会 


麻生勤（JARI），渥美文治（自工


会） 


(6) ドライバの先行経験が危険度評価と運転行動


に及ぼす影響－見通しの悪い交差点での出


会い頭状況を対象にした検討－ 


H20 年 6 月  


日本人間工学会 第 49 回大


会 


大谷亮・宇野宏・藤田和男 


(7) ドライバ状態および交通環境に応じた運転中


の視覚的特徴に関する考察 


H20 年 9 月  


ヒューマンインターフェースシ


ンポジウム 2008 


安部原也・菊地一範・岩城亮・


藤井健 


(8) 映像記録型ドライブレコーダのデータに見る


事故危険因子 


H20 年 9 月  


第 17 回日本交通医学工学


研究会学術総会 


内田信行（JARI），阿久津英作


（自工会） 


(9) ドライバの減速行動に適応した追突警報タイミ


ングの設計に関する考察 


H20 年 10 月  


自動車技術会 2008 年秋季


学術講演会 


安部原也（JARI），伊藤誠（筑波


大），山村智弘（日産） 


(10) 不可視の対象の情報提供を受けたドライバの


視覚的注意に関する定量的考察 


H20 年 10 月  


自動車技術会 2008 年秋季


学術講演会 


菊地一範・岩城亮・安部原也・


藤井健 


(11) 規模の異なる交差点右折時の直接視界に関


する検討 


H20 年 10 月  


自動車技術会 2008 年秋季


学術講演会 


橋本博・細川崇・鈴木崇


（JARI），美記陽之介（自工会） 


(12) 高齢者の運転特性抽出のための分類に関す


る研究 


H20 年 10 月  


自動車技術会 2008 年秋季


学術講演会 


細川崇・橋本博・田川傑


（JARI），新田茂樹・吉田傑（自


工会） 


(13) ドライバの対象物検知特性把握のための影響


要因検討 


H20 年 10 月  


自動車技術会 2008 年秋季


学術講演会 


小針弘之・宇野宏 


(14) インフラ協調安全運転支援システムの表示イ


ンターフェイスに関する検討（第 1 報）－見通


しの悪い交差点での出会い頭状況を対象にし


た視覚表示の比較－ 


H20 年 10 月  


自動車技術会 2008 年秋季


学術講演会 


大谷亮・藤田和男・野口昌弘


（JARI），中村之信（自工会） 


(15) 大型貨物車制動時の減速度調査 H20 年 10 月  


自動車技術会 2009 年秋季


学術講演会 


橋本博・川越麻生，岡山巧 


(16) 予防安全研究用ドライブレコーダを用いた歩


行者認知遅れ要因の検討：対歩行者ニアミス


パターンの抽出と再現実験の試み 


H20 年 10 月  


自動車技術会 2008 年秋季


学術講演会 


内田信行・田川傑・川越麻生


（JARI），阿久津英作（自工会） 


(17) 運転中のドライバの視覚的な注意に関する考


察 


H20 年 11 月  


計測自動制御学会システム


情報部門学術講演会 2008 


安部原也・菊地一範・岩城亮・


藤井健 
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(18) 適切な追突警報タイミングの設定に関する考


察 


H20 年 12 月  


第 17 回 交通・物流部門大


会 TRANSLOG2008 


安部原也（JARI），伊藤誠（筑波


大），山村智弘（日産自動車） 


(19) ドライバの視覚的な注意の特徴にもとづく運転


支援の方策に関する考察 


H21 年 2 月  


IS シンポジウム 


安部原也・岩城亮・藤井健・菊


地一範 


［投稿］    


(1) 安全性と受容性の観点からみた車室内インタ


ーフェースの考え方 


H20 年 12 月  


自動車技術 Vol.62, No.12 


大谷亮 


(2) ITS によるクルマの予防安全 -研究の視点か


らの取り組み- 


H21 年 3 月  


JMAGAZINE 


藤川達夫 


      


《衝突安全》    


［論文］    


(1) Development of Finite Element Human Neck 


Muscle Model based 


on the Medical Image Data 


H20 年 4 月  


Review of Automotive 


Engineering 


江島晋・小野古志郎（JARI），金


岡恒治（筑波大），福島真（筑


波大） 


(2) Characteristics of Accidents and Near-


accidents of Taxicabs Analyzed Using Drive 


Video Recorder Data 


H20 年 10 月  


Review of Automotive 


Engineering 


久保登・北島創・荒井紀博


（JARI），小林竜也・榎元正人


（東日本交通），椎名且臣（日の


丸交通） 


［講演］    


(1) リスク認知に関する評価指標の比較検討 H20 年 5 月  


自動車技術会 2008 年春季


学術講演会 


北島創（JARI），丸茂喜高（日本


大），平岡敏洋（京都大），伊藤


誠（筑波大） 


(2) Ribcage Characterization for FE Using 


Automotic CT Precessing 


H20 年 5 月  


自動車技術会 2008 年春季


学術講演会 


ホルコムスベン・江島晋


（JARI），Stewart Wang・Hannu 


Huhdanpaa（Univ. of Michigan）


(3) 低衝撃時における乗員挙動に与える筋肉の


影響に関する研究 


H20 年 5 月  


自動車技術会 2008 年春季


学術講演会 


江島晋・ホルコムスベン・小野


古志郎（JARI），金岡恒治（早稲


田大），福島真（筑波メディカル


センター） 


(4) 救急現場における自動車事故の見方 H20 年 6 月  


東北救急医学会 「医学と工


学の連携」 


小野古志郎 


(5) 人体コンピュータモデルを用いたプリクラッシ


ュ時における乗員挙動の予測手法に関する


研究 


H20 年 10 月  


自動車技術会 2008 年秋季


学術講演会 


座間淑夫・江島晋・小野古志郎


(6) 自動車の衝突安全における衝撃と人体傷害 H20 年 11 月  


第 7 回衝撃工学フォーラム


（中級者のための衝撃工学問


題）」 


江島晋 


(7) 路線バスにおける車いすの固定方法に関する


検討 


H20 年 12 月  


日本機械学会 交通・交流部


門大会 


松川不二夫・久保田正美


（JARI），鎌田実（東京大），岩


佐徳太郎・沢田大輔（交通エコ


モ財団） 


［投稿］    


(1) 交通事故における傷害低減のための人体 FE


モデルの構築 


H20 年 5 月  


自動車技術 Vol.62, No.5 


上地幸一（自工会），山崎邦夫


（JARI） 


(2) 先行車に対するドライバのリスク認知評価指標 H20 年 12 月  


自動車技術 Vol.62, No.12 


丸茂 喜高（日本大），北島創


（JARI），平岡敏洋（京都大），


伊藤誠（筑波大） 


      


《社会経済／国際貢献》    


［論文］    
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(1) 日本のモータリゼーション起源 H20 年 10 月  


早稲田大学自動車部品研究


所紀行集 


湊清之 


(2) 日欧の乗用車 CO2 効率性を評価する H20 年 4 月  


環境情報科学 


湊清之 


［講演］    


(1) 中国自動車部品産業の省エネルギー推進 H20 年 11 月  


第 3 回 日中省エネルギー・


環境総合フォーラム 


鈴木徹也 


(2) 


 


世界エネルギー展望からみた石油資源の将


来 


H21 年 2 月  


社団法人 日本陸用内燃機


関協会 


湊清之 


(3) アジアの環境問題と自動車産業 


-アセアン 4 カ国における大気汚染削減への


取り組み- 


H20 年 12 月 


亜細亜大学インターナショナ


ル・フォーラム 


廣田 恵子 


(4) アジアの環境問題と自動車産業 


-アセアン 4 カ国における大気汚染削減への


取り組み- 


H20 年 8 月 


豊橋科学技術大学 


廣田 恵子 


［投稿］    


(1) アジアの環境問題と自動車産業－大気汚染


削減への取り組み－ 


H20 年 10 月  


国際自動車コンプレックス研


究会・ニューズレター27 号 


廣田恵子 


      


《その他》    


［投稿］    


(1) 日米欧などにみる燃費規制の現状と今後 H20 年 12 月  


JAMAGAZINE 


瀬古俊之 


(2) 日米欧などにみる排出ガス規制の現状と今後 H20 年 12 月  


JAMAGAZINE 


瀬古俊之 


(3) 自動車の環境対策 H21 年 3 月  


高速道路と自動車 


瀬古俊之 
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海外発表(国内開催国際会議を含む：49 件）     


  発表題名 発表学会等 発表者名 


《環境／エネルギ》   


［論文］   


(1) Isotopomeric Characterization of N20 


Produced, Consumed,and Emitted by 


Automobiles 


H20 年 5 月  


Rapid Communications in 


Mass Spectrometry 


山本誠一郎・荒井慎治・奈良英


樹・吉田尚弘（東工大），柏倉


桐子・秋山賢一（JARI） 


(2) An Innovative After-Treatment System for 


Diesel PM Removal 


H20 年 11 月  


ICAT08 


姚 水良（地球環境産業技術研


究機構），杉山元，中島徹・相


馬誠一（JARI） 


(3) PM Removal System for Diesel Passenger 


Vehicle Using Non-thermal Plasma 


H20 年 11 月  


ICAT08 


間所和彦（ダイハツ工業），杉


山元・中島徹・相馬誠一（JARI）


［講演］    


(1) A Case Analysis of Submicron Organic 


Aeerosol Mass Spectra during Spring of 2008 


at Tsukuba in Japan. 


H20 年 8 月  


9th International Conference 


on Carbonaceous Particles  


萩野浩之・秋山賢一（JARI），


Douglas R.Worsnop（Aerodyne 


Research, Inc.） 


(2) Verification of the JCAP Roadside Air Quality 


Simulation Model 


H20 年 10 月  


12th Int. Conf. on 


Hermonisation within 


Atmospheric Dispersion 


Modeling for Regulatory 


Purposes 


箕浦宏明（豊田中研），伊藤晃


佳（JARI） 


(3) Aural Simulation of Road Traffic Noise H20 年 10 月  


Proceedings of Inter-noise 


2008 


田中雅文・鈴木忠・押野康夫


（JARI），橘秀樹（千葉工大） 


(4) 自動車の走行パターンを考慮した道路交通騒


音のシミュレーション技術 


H20 年 11 月  


Sound & Vibration 


Conference 2008 前刷り集 


押野康夫 


      


《燃料電池／電気自動車／ハイブリッド車》    


［論文］    


(1) Developing Safety Standards for FCVs and 


Hydrogen Vehicles 


H20 年 4 月  


SAE 2008 World Congress 


Glenn W. Scheffler（GWS 


Solutions of Tolland， LCC），


福本紀（JARI）  


(2) Investigation of the Allowable Flow Rate of 


Hydrogen Leakage on Receptacle 


H20 年 4 月  


SAE 2008 World Congress 


高橋昌志・田村陽介，鈴木仁


治，渡辺正五 


(3) Calculation of Hydrogen Consumption for 


Fuel Cell Vehicles by Exhaust Gas 


Formulation 


H20 年 4 月  


SAE 2008 World Congress 


黒田英二・吉村昇・田上久雄・


矢野勝・田上久雄・渡辺正五


（JARI），佐々木左正史（北見工


大） 


(4) Thermal Behavior in Hydrogen Storage Tank 


for FCV on Fast Filling (2nd Report) 


H20 年 4 月  


SAE 2008 World Congress 


寺田利宏・吉村昇・田上久雄・


三石洋之・渡辺正五 


(5) Safety Evaluation on Fuel Cell Stacks Fire 


and Toxicity Evaluation of Material 


Combustion Gas for FCV 


H20 年 8 月  


SAE 2007 Transactions 


Journal of Passenger Cars -


Mechanical Systems 


鈴木仁治・田村陽介・早野公


郎・押野幸一・渡辺正五 


(6) Effect of Potential on Sulfur-poisoning of 


Pt/C Catalyst 


H20 年 10 月  


ECS Transactions 


今村大地 


［講演］    
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(1) Development of a Fuel Economy and Exhaust 


Emissions Test Method with HILS for Heavy-


duty HEVs 


H20 年 4 月  


SAE 2008 World Congress 


森田賢治・島村和樹（JARI），山


口誠一（日野），古町圭司（い


すゞ），大崎伸也（三菱ふそう），


中村秀一（日デ） 


(2) Japanese H&FC Public Relations and 


Educational Activities in JHFC Project 


H20 年 6 月  


International Hydrogen 


Energy Conference 


岩瀬孝邦 


(3) Fatigue Strength Degradation of Type IV 


Compressed Hydrogen Tanks under High 


Temperature 


H20 年 7 月  


DURACOSYS'08 


冨岡純一・山崎義男・田村陽


介・渡辺正五（JARI），吉川暢宏


（東京大学生産技術研究所） 


(4) PEFC Degradation Mechanisms Caused by 


Atmospheric Trace Species 


H20 年 10 月  


International Workshop on 


Accelerated Testing in Fuel 


Cells 


今村大地 


(5) Effect of Potential on Sulfur-poisoning of 


Pt/C Catalyst 


H20 年 10 月  


ECS 214th meeting 


今村大地 


(6) Outreach Activities on JHFC 2 H21 年 3 月  


EVS 24（電気自動車国際シン


ポジウム） 


渡辺知絵 


《ITS》      


［論文］    


(1) Promotion of "Energy ITS" Concept H20 年 11 月  


15th World Congress on ITS 


蓮沼茂 


(2) A Study on Relay Function of Inter-Vehicle 


Communication Safe Drive Support 


H20 年 11 月  


15th World Congress on ITS 


関馨（JARI），前田忠彦・浜口雅


春（沖電気工業） 


(3) Establishment of ITS Communication System 


Architecture (ITS CSA) 


H20 年 11 月  


15th World Congress on ITS 


鈴木尋善 


      


《予防安全》    


［論文］    


(1) How Drivers Respond to Alarms Adapted to 


Their Braking Behaviour 


H20 年 10 月  


Journal of Mechanical 


Systems for Transportation 


and Logistics Vol.1, No.3 


安部原也（JARI），伊藤誠（筑波


大） 


(2) Effect of Real-time Information upon Traffic 


Flows on Crossing roads 


H20 年 12 月  


Physica A (Statistical 


Mechanics and its 


Applications) （vol. 388, pp. 


1207）【発行元 Elsevier】 


福井稔（中日本自動車短大）・


西成活裕（東大），横谷靖


（JARI），石橋善弘（愛知淑徳


大） 


［講演］    


(1) Effects of Tailored alarm Timing For Forward 


Collision Warning  Systems on Driver 


Behaviour and Trust in the Systems 


H20 年 5 月  


PSAM 9 


安部原也（JARI），伊藤誠（筑波


大） 


(2) Naturalistic Driving Data Collection and 


Empirical Approach to Crash Contributing 


Factors 


H20 年 8 月  


First Naturalistic Driving 


Symposium 


内田信行（JARI），阿久津英作


（自工会） 


(3) Qualitative Change of Traffic Flow Induced by 


Driver Response 


H20 年 10 月  


2008 IEEE International 


Conference on Systems, Man, 


and Cybernetics (Singapore) 


横谷靖・浅野陽一・内田信行 


(4) Different Slarm Timings for Forward Collision 


Warning System and Their Influence on 


Braking Behaviour and Driver's Trust in the 


System 


H20 年 10 月  


Human Factor Ergonomics 


Society Euro Chapter Annual 


Meeting 


安部原也（JARI），伊藤誠（筑波


大），山村智弘（日産） 
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(5) Development of Method to Predict Tire/Road  


Noise Reduction by Road-Surface 


Improvement 


H20 年 10 月  


Proceedings of Inter-noise 


2008 


藤川達夫・押野康夫（JARI），橘


秀樹（千葉工大） 


(6) Development of Universal Driver Model  


FOR PREDICTIVE EVALUATION OF 


DRIVE ASSIST SYSTEMS 


H20 年 11 月  


15th World Congress on ITS 


古川修（芝浦工大），関馨・藤


川達夫（JARI） 


      


《衝突安全》    


［論文］    


(1) Head-Turned Postures Increase the Risk of 


Cervical Facet Capsule Injury during 


Whiplash 


H20 年 4 月  


SPINE Journal 


G. Siegmund・M. Davis・K. 


Quinn・E. Hines（Univ. 


Pennsylvania）， B. Myers


（Duke Univ.）， 江島 晋，小野


古志郎 （JARI），上地幸一，安


木剛（自工会），B. Winkelstein


（Univ. Pennsylvania） 


(2) Biofidelic Responses of the THOR-NT and 


Hybrid III Based on Component Tests 


H20 年 4 月  


SAE 2008 World Congress 


谷口昌幸・小野古志郎（JARI），


増田光利（自工会） 


(3) Pedestrian-vehicle Interaciton: Kinematics 


and Injury Analysis of 4 Full Scale Vehiiclae-


Pedestrian Experimental Tests 


H20 年 9 月  


2008 IRCOBI Conference 


Damien Subit・Jason Kerrigan・


Jeff Crandall（UVA），上地幸一


（自工会），安木剛（自工会），


福山慶介・山崎邦夫（JARI）， 


(4) Prediction of the Physical Motion of the 


Human Body based on Muscle Activity during 


Pre-Impact Breaking 


H20 年 9 月  


2008 IRCOBI Conference 


江島晋・座間淑夫・佐藤房子・


小野古志郎（JARI），金岡恒治


（早稲田大），椎名逸雄（筑波


大病院） 


(5) Biofidelity of Rear Inmact Dummiies in Low 


Speed Rear-end impact-Comparison of rigid 


seat and mass production car seat in human 


volunteers 


H20 年 9 月  


2008 IRCOBI Conference 


山崎邦夫・小野古志郎・石井充


(6) Injury Mechanism of Pedestrians Impact Test 


with a Sport-Utility Vehicle and Mini-van 


H20 年 9 月  


2008 IRCOBI Conference 


Gunter Schroeder（Hannover 


Medical School ），福山慶介・


山崎邦夫（JARI），上地幸一（自


工会），安木剛（自工会） 


［講演］    


(1) Ribcage Characterization for FE Using 


Automotic CT Precessing 


H20 年 5 月  


2008 IEEE International 


Symposium on Biomedical 


Imaging 


ホルコムスベン・江島晋


（JARI），Stewart Wang・Hannu 


Huhdanpaa（Univ. of Michigan）


(2) Development and Evaluation fo  FRP Crash 


Boxes 


H20 年 7 月  


ICrash 2008 Kyoto JAPAN 


すけ川佳弘・中谷有（JARI），横


山敦士（京都工芸繊維大），川


村浩司（QPC ジャパン） 


(3) The Accident Analysis of Lateral Collision in 


Japan 


H20 年 7 月  


ICrash 2008 Kyoto JAPAN 


上野昌範（JARI），波多野啓二・


福島直巳（JAMA 側突 WG 副


主査） 


(4) Behaviour Analysis of Passengers on Seat in a 


Train Collision 


H20 年 7 月  


ICrash 2008 Kyoto JAPAN 


福山慶介・すけ川佳弘・山崎邦


夫（JARI），小美濃幸司・白戸宏


明・斉藤綾乃・遠藤広晴（鉄道


総研） 


(5) Repeatability and Sensitivity to Seat-Position 


of THOR-NT and Hybrid III Based on HYGE 


Sled Tests 


H20 年 9 月  


2008 IRCOBI Conference 


増田光利（自工会），小野古志


郎・谷口昌幸（JARI） 
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(6) Theoretical and Empirical Comparison about 


Evaluation Indices Concerning Driver's Rear-


end Collision Risk 


H20 年 10 月  


9th International Symposium 


on Advanced Vehicle Control 


(AVEC'08) 


北島創（JARI），丸茂喜高（日本


大），平岡敏洋（京都大），伊藤


誠（筑波大） 


(7) 鉄道車両の衝突時における乗員挙動 第 2 報 H20 年 10 月  


PAM Users' Conference in 


Asia 2008 (PUCA'08) 


福山慶介・すけ川佳弘・山崎邦


夫（JARI），小美濃幸司・白戸宏


明・斉藤綾乃・遠藤広晴（鉄道


総研） 


［投稿］    


(1) Analysis of Heavy-Truck Frontal Impact 


Tests Using FE Model 


H20 年 8 月  


自動車技術会 JSAE Review 


Vol.29 No.3 


山本義洋・すけ川佳弘（JARI），


平瀬高章（三菱ふそう） 


(2) シミュレーション解析による頚部傷害予測のた


めの静的評価の代替動的評価法の検討 


H20 年 11 月  


Neck injuries in Road Traffic 


and Prevention Strategies 


浅田浩之（三菱自動車），明神


正雄・山崎邦夫・小野古志郎


（JARI），縄田雄美（トヨタ） 


      


《社会経済／国際貢献》    


［論文］    


(1) Policy for Better Air Quality in Asia -A 


Proposal for a Policy Evaluation Method for 


ASEAN 4 Countries- 


H21 年 3 月  


Studies in Regional Science 


Vol.38,No．4,2008,1093-1104


廣田恵子 


［講演］    


(1) Air Pollution Reduction Projects in AMEICC 


Region 


H20 年 10 月  


AMEICC 会議 


廣田恵子 


(2) Motorization and Environmental Problem in 


Asia 


H20 年 11 月  


JBIC-LPEM Workshop 


"Competitiveness in 


INsonesian Manufacturing 


Issues and Prospects" 


湊清之 


(3) Better Air Quality in Asia  H20 年 11 月  


BAQ 2008 


廣田恵子 
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別紙 


 


2009 年 10 月に迎える創立 40 周年に先立って，従来の理念およびビジョンを見直し，


2020 年時点での JARI のあるべき姿を表現した以下の「JARI 2020 年ビジョン」を 2008


年 8 月にとりまとめた。 


 
 


 
＜JARI 2020 年ビジョン＞ 


 
 


先進的な研究に挑み， 
世界のクルマ社会に貢献する JARI 


 
財団法人日本自動車研究所は， 


世界をリードする先進的な研究に挑み， 


社会のニーズに応える成果を生み出し， 


積極的に情報を発信することで， 


クルマ社会に貢献します． 


 


そのために，わたしたち所員一人一人は， 


自らの行動と社会の接点を認識し， 


失敗を恐れずに挑戦していきます． 


 


 
    2008 年 8 月 19 日 


    (財)日本自動車研究所 
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(2) 評議員名簿 


 


評議員（145 名） （平成 21 年 3 月 31 日現在） 


会 社 名 役 職 名 氏 名 


いすゞ自動車㈱ 取締役専務執行役員 月 岡 良 三 


川崎重工業㈱ 常務取締役 丹 波 晨 一 


スズキ㈱ 常務役員 小 杉 昭 夫 


ダイハツ工業㈱ 前相談役 東   孝 司 


トヨタ自動車㈱ 代表取締役社長 渡 辺 捷 昭 


日産自動車㈱ 取締役副社長 山 下 光 彦 


日産ディーゼル工業㈱ 代表取締役社長 竹 内  覚 


日野自動車㈱ 技監 鈴 木 孝 幸 


富士重工業㈱ 専務執行役員 鷲 頭 正 一 


本田技研工業㈱ 取締役相談役 吉 野 浩 行 


マツダ㈱ 取締役専務執行役員 金 井 誠 太 


三菱自動車工業㈱ 常務取締役 相 川 哲 郎 


ヤマハ発動機㈱ 執行役員 鈴 木 正 人  


（社）日本自動車販売協会連合会 会長 天 野 洋 一 


いすゞ自動車販売店協会 会長 金 井   昭 


スズキ自動車販売店協会 会長 本 間 英 典 


全国スバル自動車販売協会 会長 塚 原  穣 


全国マツダ販売店協会 会長 横 井  久 


ダイハツ自動車販売協会 会長 前 田 道 裕 


トヨタ自動車販売店協会 理事長 守 川 正 博 


日産自動車販売協会 会長 土 肥 啓 作 


日産ディーゼル販売協会 会長 中 谷 健 夫 


日野自動車販売店協会 会長 小 林 紀 男 


ホンダ自動車販売店協会 会長 村 瀬 洋 介 


三菱自動車販売協会 会長 西 原 興一郎 


三菱ふそう自動車販売協会 会長 武 藤 幸 規 


愛三工業㈱ 常務取締役 佐 藤 充 功 


アイシン精機㈱ 取締役副社長 藤 森 文 雄 


曙ブレーキ工業㈱ 取締役専務執行役員 西 垣 順 充 


㈱浅野歯車工作所 取締役相談役 浅 野 總一郎 


市光工業㈱ 取締役社長 市 川 侑 男 


ＮＯＫ㈱ 代表取締役専務 高 島 良 郎 


㈱カーメイト 取締役会長兼社長 村 田 隆 昭 


河西工業㈱ 取締役会長 藤 田 善 三 


カヤバ工業㈱ 取締役会長 小 澤 忠 彦 


カルソニックカンセイ㈱ 技術顧問 山 縣 秀 司 


㈱神菱 取締役社長 小 西 康 夫 


㈱小糸製作所 専務取締役 鈴 木 俊 治 


三桜工業㈱ 設計技術部部長 海 塩 光 男 


ジョンソンコントロールズオートモーティ


ブシステムズ㈱ 


代表取締役社長 クリストファー・ 


エドワード・カウチ 


スタンレー電気㈱ 執行役員 豊 玉 英 樹 


住友電気工業㈱ 監査役 海老原 嬉 男 


太平洋工業㈱ 取締役社長 小 川 信 也 


㈱デンソー 常務役員 鎌 居 健一郎 


トピー工業㈱ 取締役社長 清 水 良 朗 


東海ゴム工業㈱ 取締役社長 成 瀬 哲 夫 


東京濾器㈱ 取締役社長 大 野 光 政 
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会 社 名 役 職 名 氏 名 


㈱ティラド 取締役社長 嘉 納 裕 躬 


㈱ハイレックスコーポレーション 代表取締役社長 寺 浦  實 


日本精工㈱ 取締役代表執行役専務副社長 町 田  尚 


日本特殊陶業㈱ 代表取締役社長 加 藤 倫 朗 


日本発条㈱ 代表取締役会長 佐々木 謙 二 


日本ピストンリング㈱ 代表取締役社長 吉 永  汎 


㈱日立製作所 執行役常務 本 田 恭 彦 


プレス工業㈱ 代表取締役会長 並 木 彰 一 


㈱ボッシュ 専務取締役 押 澤 秀 和 


㈱ミクニ 取締役 林 田 正 弘 


三菱電機㈱ 役員理事 南 畝 通 泰 


矢崎総業㈱ 取締役会長 矢 崎 裕 彦 


㈱リケン 取締役社長 小 泉 年 永 


愛知機械工業㈱ 取締役社長 石 崎 義 一 


関東自動車工業㈱ 相談役 内 川  晋 


岐阜車体工業㈱ 顧問 栗 田 鬨 雄 


トヨタ車体㈱ 相談役 久保地 理 介 


日産車体㈱ 取締役社長 高 木  茂 


ジェイ・バス㈱ 代表取締役社長 吉 村 太 郎 


彌榮精機㈱ 専務取締役 矢 島 泰 市  


㈱堀場製作所 代表取締役副社長 石 田 耕 三 


㈱ヤマダコーポレーション 取締役社長 山 田 豊 雄 


住友ゴム工業㈱ 取締役常務執行役員 田 中 宏 明 


東洋ゴム工業㈱ 取締役相談役 片 岡 善 雄 


㈱ブリジストン 執行役員 森 本 芳 之 


横浜ゴム㈱ 取締役専務執行役員 山 下  隆 


出光興産㈱ 代表取締役社長 天 坊 昭 彦 


コスモ石油㈱ 常務取締役 寿 賀 清 三 


昭和シェル石油㈱ 執行役員 伊 藤 智 明 


新日本石油㈱ 代表取締役副社長 松 村 幾 敏 


東燃ゼネラル石油㈱ 中央研究所 所長 西 村 純 一 


愛知製鋼㈱ 取締役会長 森 田 章 義 


JFE スチール㈱ 代表取締役社長 馬 田  一 


㈱神戸製鋼所 常務執行役員 川 田  豊 


新日本製鐵㈱ 技術開発本部部長 谷 口 裕 一 


住友金属工業㈱ 取締役副社長 戸 崎 泰 之 


大同特殊鋼㈱ 前顧問 吉 田 英 穂 


日新製鋼㈱ 取締役会長 小 野 俊 彦 


新東工業㈱ 代表取締役副会長 平 山 正 之 


㈱牧野フライス製作所 取締役社長 牧 野 二 郎 


㈱明電舎 取締役社長 稲 村 純 三 


新神戸電機㈱ 執行役社長 臼 井 正 信 


パナソニック㈱エネジー社 取締役社長 野 口 直 人 


㈱ジーエス・ユアサコーポレーション 取締役社長 依 田  誠 


ＮＴＮ㈱ 取締役会長（兼）社長 鈴 木 泰 信 


㈱ジェイテクト 取締役副会長 吉 田 紘 司 


日本精工㈱ 相談役 関 谷 哲 夫 


㈱不二越 取締役会長 井 村 健 輔 


旭硝子㈱ 代表取締役兼社長執行役員 石 村 和 彦 


セントラル硝子㈱ 取締役会議長 中 村 禎 良 
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会 社 名 役 職 名 氏 名 


日本板硝子㈱ 代表取締役会長 出 原 洋 三 


日本ペイント㈱ 代表取締役社長 松 浦  誠 


BASF コーティングスジャパン㈱ 取締役社長 島崎アレハンドロ 


東北電力㈱ 取締役社長 高 橋 宏 明 


東京電力㈱ 取締役会長 勝 俣 恒 久 


中部電力㈱ 代表取締役社長 三 田 敏 雄 


北陸電力㈱ 代表取締役社長 永 原  功 


関西電力㈱ 取締役社長 森   詳 介 


中国電力㈱ 取締役社長 山 下  隆 


四国電力㈱ 取締役社長 常 盤 百 樹 


九州電力㈱ 取締役社長 眞 部 利 應 


パナソニック㈱ 代表取締役副社長 北 代 耿 士 


三洋電機㈱ 常務執行役員 伊 藤 正 人 


コマツユーティリティ㈱ 取締役会議長 渋 谷 武 男 


TCM㈱ 取締役会長 石 木 厚 重 


㈱豊田自動織機 取締役会長 石 川 忠 司 


日本輸送機㈱ 取締役社長 裏 辻 俊 彦 


フォードジャパンリミテッド 代表取締役社長 ランディー・クリーガー 


富士通テレコムネットワークス㈱ 取締役社長 中 村  隆 


ヤマテ工業㈱ 代表取締役社長 長 橋  隆 


沖電気工業㈱ 取締役社長 篠 塚 勝 正 


田中電気㈱ 代表取締役社長 田 中 良 一 


㈱東芝 取締役会長 岡 村  正 


日本電気㈱ 代表取締役執行役員社長 矢 野  薫 


富士通㈱ 取締役社長 黒 川 博 昭 


富士通テン㈱ 代表取締役社長 勝 丸 桂二郎 


古河電気工業㈱ 取締役会長 石 原 廣 司 


㈱東海理化 取締役副社長 木 下 賢 一 


㈱ショーワ 取締役副社長 前 川 泰 久 


㈱サイバー・ソリューションズ 取締役社長 キニグレンマンスフィールド 


㈱アクアキャスト 代表取締役社長 清 水  眞 


㈱ミツバ 代表取締役社長 阿久戸 庸 夫 


㈱小野測器 代表取締役社長 小 野 雅 道 


㈱三菱総合研究所 常務執行役員 本 多  均 


㈱ニックス 取締役社長 青 木 伸 一 


㈱東京アールアンドデー 取締役社長 小 野 昌 朗 


㈱田中貴金属工業 代表取締役社長 岡 本 英 彌 


㈱テクノバ 代表取締役社長 吉 田 元 治 


あいおい損害保険㈱ 取締役社長 児 玉 正 之 


アイシン・エイ・ダブリュ㈱ 取締役副社長 塚 本 一 雅 


岩谷産業㈱ 代表取締役社長 牧 野 明 次 


㈱ゼロスポーツ 代表取締役 中 島 徳 至 


日本信号㈱ 代表取締役会長 西 村 和 義 


㈱光岡自動車 


㈱共和電業 


三菱ふそうトラック・バス㈱ 


㈱アドヴィックス 
㈱新エィシーイー 
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 (1) 役員名簿 


 


理事（48 名），監事（2名） （平成 21 年 3 月 31 日現在） 


役 名 氏 名 所 属 及 び 役 職 名 


理 事 長 青木  哲 本田技研工業㈱ 取締役会長 


副理事長 名尾 良泰 （社）日本自動車工業会 副会長・専務理事 


〃 深谷 紘一 ㈱デンソー 取締役副会長 


〃 木村  滋 東京電力㈱ 取締役副社長 


〃 小林 敏雄 （財）日本自動車研究所 所長 


理 事 細井  行 いすゞ自動車㈱ 取締役社長 


〃 鈴木  修 スズキ㈱ 取締役会長・社長 


〃 
箕浦 輝幸 


張 富士夫 


ダイハツ工業㈱ 取締役社長 


トヨタ自動車㈱ 代表取締役会長 


〃 小枝  至 日産自動車㈱ 相談役名誉会長 


〃 蛇川 忠暉 日野自動車㈱ 相談役 


〃 山内  孝 マツダ㈱ 代表取締役社長 CEO 


〃 益子  修 三菱自動車工業㈱ 取締役社長 


〃 信元 久隆 （社）日本自動車部品工業会 会長 


〃 三野 哲治 （社）日本自動車タイヤ協会 会長 


〃 遠山 敬史 パナソニック㈱ システムソリューションズ社  社長 


〃 大沼 邦彦 ㈱日立製作所 代表執行役 執行役副社長  


〃 渡  文明 新日本石油㈱ 代表取締役会長 


〃 黒田 道雄 成蹊大学 名誉教授 


〃 吉本 堅一 東京大学 名誉教授 


〃 香川  順 東京女子医科大学 名誉教授 


 大聖 泰弘 早稲田大学 教授 


〃 小野桂之介 中部大学 教授 


〃 河野 通方 東京大学 教授  


〃 永田 勝也 早稲田大学 教授 


〃 藤本 隆宏 東京大学 教授 


〃 岡田 雅彦 関西電力㈱ 副本部長 


〃 遠藤 幸雄 東北電力㈱ 常務取締役 


〃 久米 雄二 中部電力㈱ 常務取締役 


〃 藤井  浩 中国電力㈱ 取締役副社長 


〃 中山  眞 （社）日本電機工業会 会長 


〃 中山 栄治 三菱電機㈱ 常務執行役 


〃 本間  充 （社）電池工業会 会長 


〃 井上 直行 ㈱ジーエス・ユアサパワーサプライ 常務取締役 


〃 豊田 鐵郎 ㈱豊田自動織機 取締役社長 


〃 高木 善弘 日本輸送機㈱ 常勤監査役 


〃 藤江 一正 日本電気㈱ 特別顧問 


〃 宮下 正雄 沖電気工業㈱ 常務取締役 


〃 森安 俊紀 ㈱東芝 執行役上席常務 


〃 青木  隆 富士通㈱ 経営執行役 


〃 中野 耕作 古河電気工業㈱ 取締役兼執行役専務 


〃 辻  喜博 矢崎総業㈱ 取締役副社長 


〃 杉浦 精一 （財）日本自動車研究所 専務理事 


〃 黒田 哲平 （財）日本自動車研究所 常務理事 


〃 田中 利明 （財）日本自動車研究所 


〃 岸田 栄二 （財）日本自動車研究所 


〃 半田  茂 （財）日本自動車研究所 


〃 吉田  泰 （財）日本自動車研究所 


   


監 事 森  郁夫 富士重工業㈱ 取締役社長 


〃 山内 康仁 アイシン精機㈱ 取締役社長 








副理事長
（所長）


専務理事
常務理事
理事


渉外・業務部　　システム管理室　　審査部
審査管理Gr.


審査登録センター


JNXセンター


渉外Gr．　　業務Gr．
渉外・業務室


経理Gr．　　財務Gr．
経理・財務室


人事Gr．　　総務・広報Gr．　　購買Gr．
施設 Gr．　　STC 管理 Gr.


総務部


企画・事業化Gr．　研究推進Gr．　電算システムGr．
企画・管理部


企画・研究Gr．　　標準化Gr．
ITSセンター


企画・実証Gr．　　標準化Gr．　　性能研究Gr．
安全研究Gr．


FC・EVセンター


社会・経済研究室


人間工学研究Gr．　運転支援研究Gr．　車両実験Gr．
予防安全研究部


衝突安全Gr．　　安全評価Gr．
安全研究部


健康影響Gr．　　環境評価Gr．　　計測・化学分析Gr．
エネルギ・動力Gr．　　環境実験Gr．


エネルギ・環境研究部


市場開発Gr．　　運用サービスGr．
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